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◇ 大学評価・学位授与機構が行う大学評価

○大学評価･学位授与機構が行う大学評価について

１ 評価の目的
大学評価・学位授与機構（以下「機構 ）が実施する」

評価は，大学及び大学共同利用機関（以下「大学等 ）」
が競争的環境の中で個性が輝く機関として一層発展する
よう，大学等の教育研究活動等の状況や成果を多面的に
評価することにより，①その教育研究活動等の改善に役
立てるとともに，②評価結果を社会に公表することによ
り，公共的機関としての大学等の諸活動について，広く
国民の理解と支持が得られるよう支援・促進していくこ
とを目的としている。

２ 評価の区分
機構の実施する評価は，平成 年度中の着手までを14

12段階的実施 試行 期間としており 今回報告する平成（ ） ，
年度着手分については，以下の 区分で，記載のテーマ3
及び分野で実施した。
① 全学テーマ別評価（ 教育サービス面における社「
会貢献 ）」

② 分野別教育評価（ 理学系 「医学系（医学 ）「 」， ）」
③ 分野別研究評価（ 理学系 「医学系（医学 ）「 」， ）」

３ 目的及び目標に即した評価
機構の実施する評価は，大学等の個性や特色が十二分

に発揮できるよう，当該大学等の設定した目的及び目標
に即して行うことを基本原則としている。そのため，大
学等の設置の趣旨，歴史や伝統，人的・物的条件，地理
的条件，将来計画などを考慮して，明確かつ具体的な目
的及び目標が設定されることを前提とした。

○全学テーマ別評価「教育サービス面における社
会貢献」について

１ 評価の対象
本テーマでは，大学等が行っている教育面での社会貢

献活動のうち，正規の課程に在籍する学生以外の者に対
する教育活動及び学習機会の提供について，全機関的組
織で行われている活動及び全機関的な方針の下に学部や
その他の部局で行われている活動を対象とした。

， （ ） ，対象機関は 設置者 文部科学省 から要請のあった
98国立大学（政策研究大学院大学及び短期大学を除く

大学）及び大学共同利用機関（総合地球環境学研究所を
除く 機関）とした。14
各大学等における本テーマに関する活動の「とらえ

方 「目的及び目標」及び「具体的な取組の現状」につ」，
いては 「Ⅱ 教育サービス面における社会貢献に関す，
る目的及び目標」に掲げている。

２ 評価の内容・方法
評価は，大学等の現在の活動状況について，過去 年5

間の状況の分析を通じて，次の 項目の項目別評価によ3

り実施した。
) 目的及び目標を達成するための取組1
) 目的及び目標の達成状況2
) 改善のためのシステム3

３ 評価のプロセス
① 大学等においては，機構の示す要項に基づき自己
評価を行い，自己評価書（根拠となる資料・データ
を含む ）を機構に提出した。。

② 機構においては，専門委員会の下に，専門委員会
委員及び評価員による評価チームを編成し，自己評
価書の書面調査及びヒアリングの結果を踏まえて評

， ，価を行い その結果を専門委員会で取りまとめた上
大学評価委員会で評価結果を決定した。

③ 機構は，評価結果に対する意見の申立ての機会を
設け，申立てがあった大学等について，大学評価委
員会において最終的な評価結果を確定した。

４ 本報告書の内容
「Ⅰ 対象機関の現況」 「Ⅱ 教育サービス面に及び

は，当該大学等おける社会貢献に関する目的及び目標」
から提出された自己評価書から転載している。

は，評価項目ごとに，特記すべき点「Ⅲ 評価結果」
を「特に優れた点及び改善点等」として記述している。

，「 （ ） （ ）」 ，また 貢献 達成又は機能 の状況 水準 として
以下の 種類の「水準を分かりやすく示す記述」を用い4
ている。
・ 十分に貢献（達成又は機能）している。
・ おおむね貢献（達成又は機能）しているが，改善
の余地もある。

・ ある程度貢献（達成又は機能）しているが，改善
の必要がある。

（ ），・ 貢献しておらず 達成又は整備が不十分であり
大幅な改善の必要がある。

なお，これらの水準は，当該大学等の設定した目的及
び目標に対するものであり，相対比較することは意味を
持たない。
また，総合的評価については，各評価項目を通じた事

柄や全体を見たときに指摘できる事柄について評価を行
うこととしていたが，この評価に該当する事柄が得られ
なかったため，総合的評価としての記述は行わないこと
とした。

は，評価結果を要約して示し「Ⅳ 評価結果の概要」
ている。

は，評価結果に対「Ⅴ 意見の申立て及びその対応」
する意見の申立てがあった大学等について，その内容と
それへの対応を示している。

５ 本報告書の公表
本報告書は，大学等及びその設置者に提供するととも

に，広く社会に公表している。
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Ⅰ 対象機関の現況

機関名：東京水産大学

所在地：東京都港区港南 丁目 番 号4 5 7
学部・研究科構成：

・水産学部

海洋環境学科 講座： 名）2 40（
海洋生産学科 講座： 名）2 60（

資源育成学科 講座： 名）2 70（

資源管理学科 講座： 名）2 30（

食品生産学科 講座： 名）3 80（
水産教員養成課程 （ 名）10
共通講座

なお 水産教員養成課程の学生は各学科に分属している｡，

合計 名290
他に資源管理学科には 寄附講座を開講している。1

・大学院水産学研究科：
（博士課程（博士前期課程，博士後期課程 ））

海洋環境学専攻 専攻分野：2
（前期 名，後期 名）14 2

海洋生産学専攻 専攻分野：2
（前期 名，後期 名）12 2

＊資源育成学専攻 専攻分野：3
（前期 名，後期 名）29 8

資源管理学専攻 専攻分野：2
（前期 名，後期 名）10 4

＊食品生産学専攻 専攻分野：4
（前期 名，後期 名）29 6

＊印には大学院講座として各 講座を含む。1
合計 名（前期 名，後期 名）116 94 22

・水産専攻科（漁船運用学専攻 （ 名）） 40
教育サービスを行っている附属施設：
・附属図書館

・練習船（海鷹丸，神鷹丸，青鷹丸，ひよどり）

・実験実習場（坂田，館山，大泉，吉田）
・地域共同研究センター

・水産資料館

・情報処理センター，放射性同位元素利用施設，水族

環境調節施設，電子顕微鏡室，ガスクロマトグラフ
－マススペクトロメータ室，廃水処理施設

学生総数： 名1,745
1,316 336 32（学部 名，大学院 名，専攻科

名，研究生 名，科目等履修生 名，36 14
特別聴講学生 名）11

教員総数： 名（現員）163
1 61 52 3 41 158学長 教授 助教授 講師 助手 小計

4 1 163客員教授 客員助教授 合計

（平成 年 月 日現在）13 5 1

設立の理念と発展の姿：

四方を海に囲まれた我が国では，水産物は重要な食糧
資源であり，水産業は食糧生産々業と位置づけることが

できる。本学は， 年に大日本水産会が創立した水1888
産伝習所を起源としている。本学は 「水産に関する学，
理及び技術について教育・研究を行い，教養ある人材を

育成し，文化の向上と水産業の発展に寄与することを目

的とする」を理念としている。水産は実学であり，自然

科学と社会科学とが一体となったきわめて学際的な学問
体系を築いている。現在は 「水産」を広くとらえ，海，

・環境，食糧・栄養，海事，マリンスポーツをも含めた

広い領域を志向しており，基礎科学とその応用技術に関

する教育・研究を行うとともに，研究練習船と実験実習
場とを利用して実践的な研究と教育とを行っている。品

川キャンパスは交通至便の地であり，社会人の為の，高

度職業人教育を持続的に行うための格好の場所である。
「 」 ， ，今後 海 を教育研究の中心にすえ 資源の持続的利用

， ，新資源の探索 環境保全と改善を目指し研究の場を広げ

水産・海洋に関する情報発信の中心としての役割を果た

す。
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Ⅱ 教育サービス面における社会貢献に関する目的及び目標

１．教育サービス面における社会貢献に関
するとらえ方

水産は実学であり自然科学と社会科学とが一体となっ

た極めて学際的な領域を守備範囲としている。教育研究

に取り組む姿勢として，フィールドでの観察と観測から

自然の活動をとらえ，自然現象を法則化し，定量的に取
り扱う科学とするとともに，これら自然の活動に経済活

動を含めた人為的な行為が関与した場合の結果の予測と

法則化についても教育・研究の課題としている。

① 東京水産大学の社会貢献活動の位置づけ

実学である限り生産現場と産業従事者との交流は欠か

せない。現場技術者と教官による意見交換は，新しい切
り口による技術の創成，水産資源の持続的利用に必要な

環境の維持，資源生産と資源量推算の技術と理論を生み

出している。本学教官はこれらに関連した種々の講義，

講演会，ワークショップを企画し講師等を行う共に，各
種委員会に参画し，問題解決に必要な技術と基本的な理

論を提供する事によって現場の技術者の期待に応えてい

る。

さらに，海，魚に関する基礎研究・技術の成果は「理
」 。科 の基礎科学教育の普及に反映されなければならない

これらの成果をもとにして，地域あるいは全国の初等中

等教育を支援することによって，より広い視野に立って
大学と社会とを結びつけることができると考えている。

このような活動の中から 「水産」あるいは「東京水，

産大学」に対する要望，問題点と課題を汲み上げ，その

成果を次代の東京水産大学を育てる糧とすることを考え
ている。

② 社会貢献活動における「教育サービス」のとらえ方
海洋，水産，食品に関わり合っている産業基盤のレベ

ルアップには，新しい技術と新たな基本原理をわかりや

すく講義すること，時には実技を含む形での講習会が必

要である。また 「海・水産・食」の知識の普及には実，
物に触れることが効果的である。特に，理科教育の援助

においては，親子，生徒と教官を含めた形での授業や実

技指導が必要である。

基本活動は次の 点にまとめられよう。 「水産・海7 1）
洋」に関連する技術・研究に関する知識の普及， ）水2
産業を支える技術者，研究者，教育者のリフレッシュ教

育， ）実験実習場，練習船を利用した水産・生物に関3
連した実習，研修の支援と，体験学習の開催， ）理科4
実験教育の場や，本学が開発，保持している生物，組織

細胞の提供による，理科の好きな子の育成援助， ）生5
涯学習，あるいは持続的な教養教育の場の提供， ）地6
域社会に対する文化情報，水産情報の提供， ）電話や7
インターネットによる相談を挙げることが出来る。

③ 具体的な教育サービス活動

上記は以下のような具体的事例として展開されてい

る。

） 水産，海洋に関する公開講座・シンポジウム1
） 水産業を支える技術者，研究者，教育者のリフレッ2
シュ教育

） 水産学・海洋科学の研修場所と機材の提供3
） 小中高生に対する理科実験教育の場と試料の提供に4
よる 「理科の好きな子」の育成，

） 生涯学習，あるいは持続的な教養教育の場を提供5
） 地域社会に対する文化情報，水産情報の提供6
） 大学施設開放による地域連携と施設の有効利用7
） 国際的な協力活動による教育支援8
） 電話相談，インターネット相談（子供に対する支援9
と産業界・マスコミに対する支援）
）科目等履修生，研究生，受託研修生の受け入れ10

２．教育サービス面における社会貢献に関
する目的及び目標

２－１ 目的

「教育サービスのとらえ方」に基づき，本学の目的を

次のように設定することが出来る。
）高度職業人教育の実施1
すでに専門的な職業に従事している社会人に対し，最

新の知見と技術を提供することにより水産業の発展と振
興を促すとともに，国公立水産研究所のレベルアップと

連携とを志向する。また，水産教員の質と技術の向上と

を目指す。

ａ．水産食糧資源の生産と確保のための技術・理論に
対する支援

ｂ 「安全な食品」生産のための技術と理論の提供．

ｃ．水産高校教員のレベル向上，免許法認定教育

）実践的理科教育の実施2
小中高校の生物関係の教員に対する実践的な実験指導

， 。講習を行うことにより 生物教育のレベルアップを図る

また，小中高生を対象に生物実験を行い，本物の生物学
をより早い時期に学ばせる。また，本学が所有する実験

実習場を利用した実習，自然観察会を行いより密接に科
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学への導入を図る。

ａ．自作教材の利用による生物組織の取扱技術の指導
ｂ．自作生物教材を利用した実験指導による理科好き

学生の育成

ｃ．地域の小中校生を対象とした生物観察，実験の実

施
）生涯教育あるいは教養教育の場の提供3
海に対する興味と関心はいつの年齢になってからもわ

き上がってくる。このような要望に応えられるための基
， ， ，礎的な水産生物学 海洋学 水産学のメニューの講義と

練習船を利用した初歩的な海洋観測実習を行う。

幅広い年齢層が参加できる問題を取り上げ，講義と実

践により，新しい知識と技術の普及に努める。
）人と魚と自然との交わりの拡大の支援4
魚や，海との交わりは「癒しの」手段である。釣りは

奥の深い文化であり，釣りを通して環境問題への取り組

， 。み 自然の中における人の役割を理解することが出来る
自然環境の中で何が許され，許されないのかを知る力を

付けてほしい。

）水産業に対する国際的な協力と支援5
発展途上国への技術援助や水産学の基礎的な科学の教

授により，発展途上国の水産業を環境と調和のとれた産

業に育む必要がある。

）施設開放による地域との連携強化，水産・海に対す6
る興味の喚起

水産資料館（博物館 ，図書館，実験実習場の公開は）

地域社会とのつながりを深める。

２－２ 目標

以上の目的を達成するため，以下の目標を設定する。

）高度職業人教育実施のための公開講座と施設開放を1
行う。

専門技術者と研究者のリカレント教育を行い技術と知

識のレベルアップを目指す。水産学は実学であり，学際

的な領域の問題を含む複雑な研究分野である。我々は常
に新しい知見と技術とを吸収しこれを検証し，理解しや

すい形で現場技術者，研究者に伝達していくことが水産

技術のレベル維持には重要である。魚病の防疫，治療の

処置についても，講義と実技を組み合わせながらリフレ
ッシュ教育を進める必要があろう。座学だけでは見えて

こないものが見えるのが実学である。

）理科教員，水産教員のレベルアップ教育の実施2
中学，高校教員の資質は大学生となる学生を送り出す

原動力である。先生の意欲と，専門領域における知識の

， 。質の高さが子供たちの 好奇心と知識欲の強さを決める
このようにして中高生が育つならば理科離れは解消出来

よう。生物学に造詣の深い教官集団による，自作の生物

組織を用いた生物学の特別講習，実技講習を行い，理科

教員と水産教員のレベルアップを図る必要がある。

）小学生・中学生・高校生に対する理科実験教室の開3

催

小学生，中学生の好奇心を呼びさますための公開実験
授業を行う。自らが手を下し，魚や水性植物や食品に触

れることによって，理科とは，科学とは何かを体験する

ことが理科に接近する近道である。高校生には本学が開

発した動物細胞を実際に取り扱うことにより，生物が何
から出来ているのかを理解させ，生物，科学に対する興

味を引き出したい。

実験実習場を利用し，地域の子供達に養殖の実際，魚
卵・稚魚・成魚と変化する過程を理解させたい。このボ

ランティア的な活動を高校生物教諭と共同で進める中

で，新しい生物教育と理科教育を展開していかなければ

ならない。

）海，魚，食に関心と興味を持ち始めた人のための公4
開講座の開催

水産を専門としない人が，魚や海洋性ほ乳類の生態，
海の植物，海の仕組みに興味を持ったとき，その素朴な

興味と関心に対し，専門的な知識を持った研究者がその

疑問を解き明かしてくれるであろう。この公開講座では
海や，魚，食，環境，船について系統的な知識を得るこ

とが出来る。船を利用した海洋観測，生物の採取とその

生物を同定する実技を船上で一度体験すれば，数倍も楽

しい人生がこれから送れるであろう。そのような機会を
生み出す入り口として公開講座を設定している。

）水産資料館，附属図書館の開放による地域連携5
水産資料館と附属図書館の開放は水産知識の普及と地

域における文化の交流に貢献する。大学祭では水産資料

館に学生説明要員を配置し，水産生物や，東京水産大学

が刻んだ歴史を説明する中から地域の人々の水産に対す
る思いと，自分たちの知識のレベル以下を知ることにな

る。

東京水産大学の水産関連図書は水産の歴史を知る上で

大変興味深いものである。これらの公開によって水産技
術や水産の歴史を知ることが出来る。

水産資料館，附属図書館ともにウエブサイトを持って

おり，外部から閲覧が可能である。バーチャル博物館に

は遠いが今後拡充されよう。

）海外における技術シンポジウムと基礎科学教育6
水産・海洋，食品に関する基本技術に関するシンポジ

ウム，ワークショップに参加，あるいは組織し，技術指

導と基本的な知識の教授を行う。

）レジャースポーツと「癒しの術」としての魚・海と7
の交流

魚釣りは文化である。釣りの道具と技術を工夫するこ

とによって釣りを楽しむことができる。釣りの技術，釣

り文化について実践を交えてその奥義を深め，魚と環境
に対する興味と関心をはかる。

水槽の中に水草を繁茂させ，その間を泳ぎ回る魚を眺
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めることによって心は癒される。どの様な観賞用水槽を

設計するのか，その維持機構は，魚病対策は，これらを
サポートする技術について様々な方法で相談援助する。

３．教育サービス面における社会貢献に関
する取組の現状

）水産，海洋に関する公開講座・シンポジウム1
公開講座では，海洋汚染，バイオテクノロジーなどの

最新の話題を分かりやすく解説し，練習船への体験乗船
や実物を見たり触ったりする実体験を加味し，海・魚・

食に対する基礎的な事項に対する理解を高める工夫をし

ている。

8 9これまでに 平成 年： 東京湾を体験しよう 平成， 「 」，
年： 宇宙から海を探る ，平成 年： ここまで来た水「 」 「10
産バイオテクノロジー 「これからの水産ハイテクノロ」

」， 「 」ジー 平成 年： 激動する水産物流通と魚の安全性11
「東京の台所でお魚を見る ，平成 年： 世界の海と」 「12
水産資源 「実感してみようベイサイドＴＯＫＹＯ ，を」 」

取り上げた 実感してみようベイサイドＴＯＫＹＯ 東。「 」「

京湾を体験しよう」では練習船「海鷹丸」を使用し海洋
観測や，プランクトンのサンプリングを行い海の実体験

をしている。

シンポジウムは，国内外の招待講演者や自主参加者に

よる本学主催の国際シンポジウム，科学の領域の問題を
取り上げる公開シンポジウム，水産の未来を見据えた大

きなテーマでの招待講演を主とした地域共同研究セン

ターなどが主宰するシンポジウムを行っている。いずれ
も参加は無料で，討論で自由に発言する機会を設けてい

る。

）水産業を支える技術者，研究者，教育者のリフレッ2
シュ教育

本学は水産系大学であることから，おのずから水産に

関わる技術者，研究者及び教育者へのサービスを主眼に

据えている。
技術者及び研究者に対しては，日本水産資源保護協会

や各県が主催する「防疫技術者養成 （養殖現場におけ」

る魚病の診断及び防疫に関する技術者の養成）への講師
の派遣や，本学地域共同研究センターによる「食品の温

度測定実践研修会」を開催している。

教育者に関しては，全国にある水産高校に所属する教

科・科目を担当する実習助手に対して，教育職員免許法
及び同施行規則に基づき，高等学校（水産実習）教諭一

種免許状を取得するために必要な単位を修得させる「高

等学校産業教育実習助手講習 ，専修免許状取得のため」

の「免許法認定公開講座」や，理科教諭に対して本学が
開発した生物実験キットによる実験方法を講義する「公

開実験講義」を開催している。

） 研修場所と機材の提供3
本学が保有する 実験実習場は，水産に関する単科大4

学ならではの充実した水産関連教育・研究施設であり，

大学，水産高校へ実習の場の提供，ＪＩＣＡの外国人受

託研修員の受入れや，地域への種苗放流や種苗生産につ

いての技術指導する際の場の提供など，水産・生物に関
連した研究，研修の支援と体験学習の開催のための施設

として機能している。

） 小中高生に理科実験教育の場と試料を提供し，理4
科の好きな子を育てる

高校生を対象に研究成果公開発表「培養細胞による生

体の理解」を実施し，魚類の株化細胞を用いた数々の実
験・実習と関連の講義を行った。また東京都内と近県の

高校生物教諭を対象に，本学で開発した「培養細胞キッ

ト 「組織切片染色標本キット」の配布と教材教育指導」，

を行った。大学祭開催時には研究室，水産資料館を公開
し，研究内容や展示試料を平易に解説するとともに，小

中学生にも理解できる「海藻押し葉標本 「魚類透明骨」，

格標本」の作成を行い，保護者も参加した公開実験・実
習を実施している。

） 生涯学習，あるいは持続的な教養教育の場を提供5
公開講座を継続的に聴講することによって実現が可能

となる。平成 ， 年の公開講座では「コンピュータ入8 9
」「 （ ）」門 コンピュータ入門 ホームページを作ってみよう

を行った。初心者，中高年層の参加者があった。本講座

では地球環境問題や，バイテク，ハイテク等の新技術を
理解するための導入講義としても位置づけることができ

る。

地域との連携を目的として本学の有する施設を用いた
一般的な教養教育を行っている。

） 地域社会に対する文化情報，水産情報の提供6
本学は水産に関する日本唯一の単科大学であることか

ら，図書館や資料館の保有する水産関連の書籍，文献，

及び生物資料等は質量ともに他の大学には類を見ない国

家的財産である。また，本学が東京・港区品川に立地し

ているため，多くの人がアクセスしやすい，などの利点
から，社会に対して，水産情報，文化情報の提供拠点と

して機能している。

）大学施設開放7
施設開放としての大学祭は地域との連携を高める上で

重要である。 月初旬の 日間，水産，海洋，食に関11 3
するテーマで学生が主体となって各種イベントを開催し
ている。その際に研究室の研究内容をパネル展示やサン

プル陳列により紹介し，見学者に分かりやすく解説して

いる。また公開実験授業に参加して，標本作りなども体

験出来る企画を行っている。水産資料館では学芸員を目
。 ，指す学生が見学者に展示品の解説を行っている 体育館

グランドの開放により地域の人々に自然のグランドを提
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供し，サッカー教室，クラブチームサッカー大会なども

開かれている。

）国際的な協力活動8
国際的な協力活動として，発展途上国に対しては，漁

業技術，増・養殖技術，食品加工と保存技術，持続的な
水産資源の利用及び推定を指導するために，人材や練習

船の派遣を実施している。また，様々な形で教官が海外

， 。に出かけ 水産に関する基礎教育の援助を実施している
これらの活動を主催別に大別すると，大学，日本学術振

興会，国際協力事業団に区分される。

大学に関しては，他国からの招聘及び共同研究の依頼

に基づいて，本学練習船を派遣し，共同調査及び研究を
実施している。

日本学術振興会に関しては，拠点大学交流事業に関わ

る水産学分野の拠点大学として，インドネシア，タイと

の交流事業の中核を担い，専門家の派遣及び受入れ，シ
ンポジウム，セミナーの開催を実施している。

）電話相談・インターネット相談9
水産生物，海洋，漁業，環境，食品などの分野に関す

る専門的な相談から初歩的な質問まで，さまざまな問い

合わせが総務課（代表電話番号 ，地域共同研究セン）

ター，大学ホームページからウエッブマスターを介して
寄せられている。高度に専門的な問い合わせに関しては

「相談受付票」を送付して文書で受け付け，記録に残す

ための体制を整えつつある。

）科目等履修生，研究生，受託研修生の受け入れ10
新たな資格，高度な知識と技術を一定期間来学し獲得

する方法として，科目等履修生，研究生，受託研究生，
研修生の制度を設けている。教員，学芸員の免許を取る

。 ， ，ために必要な科目を履修することができる また 企業

国公私立研究機関から派遣され，特定の技術を習得する

目的の受託研修の方法も提供している。科目等履修生，
研究生の受入を行っている。科目選択の手引書はシラバ

スであり，本学編集のシラバスは記述が詳細であり講義

を選択する上で便利である。研究生のシステムは短期間

にその研究分野の技術を習得したい場合には有効であ
る。
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Ⅲ 評価結果

１．目的及び目標を達成するための取組

東京水産大学においては「教育サービス面における,
社会貢献」に関する取組として，公開講座，シンポジウ

ム，セミナー 「防疫技術者養成」への講師派遣 「食品， ，

の温度測定実践研修会 「高等学校産業教育実習助手講」，

習 「免許法認定公開講座 「公開実験講義 ，大学・」， 」， 」
水産高校に対する実験実習場や機材の提供，小中高生に

対する理科実験教育の場と試料の提供，研究室・附属図

書館・水産資料館等の開放，水産に関する電話相談・イ

ンターネット相談，科目等履修生・研究生・受託研修生
の受入れなどが行われている。

ここでは，これらの取組を「目的及び目標を達成する

ための取組」として評価し，特記すべき点を「特に優れ
た点及び改善点等」として示し，目的及び目標の達成へ

の貢献の程度を「貢献の状況（水準 」として示してい）

る。

◇特に優れた点及び改善点等
水産に関する単科大学ならではの水産関連教育・研究

施設（実験実習場（千葉県：坂田実験実習場，館山実験

実習場，静岡県：吉田実験実習場，山梨県：大泉実験実

） （ ， ， ）） ，習場 及び研究練習船 海鷹丸 神鷹丸 青鷹丸 を
同様の施設と設備を持たない大学，水産高校の水産関連

研修のための場所や機材として提供している。

坂田実験実習場では海産動植物の生理・生態など，館
山実験実習場では漁業生産技術など，吉田実験実習場で

はウナギ・コイ等の暖水性魚類に関する養殖学や水族病

理学並びに水産加工技術など，大泉実験実習場ではニジ

マス等の冷水性魚類に関する養殖学や資源解析に必要な
各種測定法などについて実習するための施設が整備され

ており，水産に関するあらゆる教育・研究に対応できる

体制となっている。また，坂田実験実習場では，漁業協

同組合を対象に種苗生産の技術指導を行うとともに，地
域社会への還元として種苗放流も行っている。

練習船の一般公開や練習船による体験型の公開講座の

開催は，保有するリソースの活用により海事意識の啓発
的な役割を果たしている。なお，練習船の一般公開につ

いては 「東京みなと祭り」にあわせて行うことにより，

参加者数の増加を図っている。

， ，これらの取組は 大学が保有する資源を有効に活用し
地域との連携，水産業の発展及び水産文化の向上に寄与

する取組として特に優れている。

附属図書館は，広く社会人に開放されており，文献複

写，レファレンスサービスなども提供している。水産資

， ，料館は 調査や学術研究で収集した資料を展示・保存し
常時一般に開放されている。これらの施設が保有する多

数の書籍，文献及び資料は水産に関する貴重な情報を提

供するものであり，特に水産関係者への貢献は大きい。
， ，これらの点から 附属図書館及び水産資料館の開放は

地域社会に対して文化情報，水産情報を提供し，水産知

識の普及を図る取組として優れている。

日本水産資源保護協会や各県が主催する「防疫技術者

養成」への講師派遣，本学地域共同研究センターによる

「食品の温度測定実践研修会 ，理科教諭に対して実験」

方法を講義する「公開実験講義 ，大日本水産会が主催」
「 」する ジャパンインターナショナル・シーフードショー

におけるシーフードセミナー等は，水産業を支える技術

者，研究者，学校教員等のリフレッシュ教育として行わ
れており，高度職業人教育の充実に向けた取組として優

れている。

高等学校（水産実習）教諭一種免許状を取得するため
に必要な単位を習得させる「高等学校産業教育実習助手

」， 「 」講習 専修免許状取得のための 免許法認定公開講座

の開設は，教育職員免許法及び同施行規則に基づく講習

・講座であるが，水産大学としての特性を活かした取組
であり特色がある。

公開講座については，海洋汚染，バイオテクノロジー
などの最新の話題から水産に関する身近な話題まで幅広

くテーマが設定されている。また，練習船による体験型

の公開講座を実施するなど，その実施方法にも工夫がみ

られる。なお，高度技術者教育を目指して開講されてい
る公開講座については，これらの成果が編集委員会によ

って出版されており，参加できなかった受講希望者にも

配慮されている。
シンポジウムについては，本学が主催する国際シンポ

ジウム，地域共同研究センターなどが主催するシンポジ

ウム等が行われ，いずれも最新の話題の解説や国際的な

視野に立った時宜を得た企画で実施されており，テーマ
の設定に工夫がみられる。

これらの取組は，サービス享受者のニーズを考慮した

内容が提供されている点で優れている。

科目等履修生の受入れについては，受講希望者がカリ

キュラム未確定のうちに科目登録のみを行うため，開講

時において，特に社会人については，受講可能な時間帯
で受講希望科目が得られず履修が困難となる等の弊害が

生じており，受講生の立場に立った配慮が不十分である
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点で，受入れ体制の改善を要する。

外部からの水産に関する電話相談・インターネット相

談については，従来からの電話による個別対応を改め，

各個人，各部局を有機的に連携し，全学的な視野に立っ

た相談受付体制の整備を行っている。例えば，受付の一
本化と教官への割り振りによる的確な対応，水産大学

ホームページを経由した対応，相談受付票による受付体

制の整備が進められており，サービス利用者の立場に立
った配慮がなされている点で特色がある。

◇貢献の状況（水準）
取組は目的及び目標の達成におおむね貢献している

が，改善の余地もある。

２．目的及び目標の達成状況

，「 ． 」ここでは １ 目的及び目標を達成するための取組

の冒頭に掲げた取組の達成状況を評価し，特記すべき点
を「特に優れた点及び改善点等」として示し，目的及び

目標の達成状況の程度を「達成の状況（水準 」として）

示している。

◇特に優れた点及び改善点等
附属図書館の開放については，毎年 人前後の社会750

11人（学外）利用者を安定して得ており，また，過去

年間の外部からの文献複写依頼件数をみると，平成 年7
までは毎年約 件程度であったが，平成 年以降は1,000 8

。 ，2,000 2,500～ 件と急増しており成果を得ている また

社会人に対する図書の貸し出しを平成 年度から開始12
しているが，図書貸出カード作成者は 人，貸し出し67
人数は 人，延べ貸し出し冊数は 冊にのぼってお53 823
り成果を得ている。

水産資料館の開放については，毎年約 人の来館8,000
者を安定して得ていることから成果を上げている。

公開講座について，練習船を利用した公開講座「実感
してみようベイサイドＴＯＫＹＯ （平成 年度実施）」 12
については，定員を上回る参加者を得ており，参加者ア

ンケート調査をみると，幅広い年齢層の参加者が得られ

ているとともに 「楽しかった 「有意義な体験であっ， 」，
た」などの回答を得ていることから満足度が高く成果を

得ている。

しかし，水産の専門性が強い一部の講座で，受講者数
が定員の過半数にも満たないものが見受けられるため，

改善の余地もある。

練習船の一般公開については，過去 年間の開催件数5
8 2 4,000 9及び参加者数をみると 平成 年度 件 人 平成， ，

2 8,000 10 1 3,000 11年度 件 人，平成 年度 件 人，平成

年度 件 人，平成 年度 件 人であり，成1 3,000 12 5 1,000
果を得ている。

◇達成の状況（水準）
目的及び目標がおおむね達成されているが，改善の余

地もある。
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３．改善のためのシステム

ここでは，当該大学の「教育サービス面における社会

貢献」に関する改善に向けた取組を 「改善のためのシ，
ステム」として評価し，特記すべき点を「特に優れた点

及び改善点等 として示し システムの機能の程度を 機」 ， 「

能の状況（水準 」として示している。）

◇特に優れた点及び改善点等
公開講座については，最終日に感想や改善点などに関

する受講者アンケートを実施しており，活動の状況，問

題点及び受講者のニーズ等を把握するシステムが整備さ
れている点で優れている。

水産業を支える技術者，研究者，学校教員等のリフレ

ッシュ教育については，各活動が個々の委員会及び教官
により個別に実施されている現状にある。これらの取組

を本学の姿勢として推進していくために，全学的に企画

・運営・改善を行う体制について改善の余地もある。

各種取組について，個別の連絡・調整等は行われてい

るものの，全学的な連絡・調整等の体制の整備が十分で

はない。また，各種取組の専門性から，これらの企画・
運営等は内部関係者の意見によるところが大きい。

これらの点から，学外者（第三者）の意見，問題点等

を各種取組に反映し，全学的，組織的に改善に結びつけ

るための体制について改善の余地もある。

◇機能の状況（水準）
改善のためのシステムがおおむね機能しているが，改

善の余地もある。
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Ⅳ 評価結果の概要

１．目的及び目標を達成するための取組

◇特に優れた点及び改善点等
水産関連教育・研究施設を活用した各種取組は，当大

学が有する資源を有効に活用し，地域との連携，水産業
の発展及び水産文化の向上に寄与する取組として特に優

れている。

附属図書館，水産資料館の開放は，地域社会に対して
文化情報，水産情報を提供し，水産知識の普及を図る取

組として優れている。

「防疫技術者養成」への講師派遣 「食品の温度測定，
実践研修会 「公開実験講義 「ジャパンインターナシ」， 」，

ョナル・シーフードショー」におけるシーフードセミ

ナー等は，高度職業人教育の充実に向けた取組として優
れている。

高校の水産教員免許取得に関する講習，免許法認定公

開講座の開設などは，大学の特性を活かした取組であり
特色がある。

公開講座やシンポジウムについては，サービス享受者

のニーズを考慮した内容が提供されている点で優れてい
る。

科目等履修生の受入れについては，受入れ体制の改善
を要する。

外部からの水産に関する電話相談・インターネット相

談は，サービス利用者の立場に立った配慮がなされてい
る点で特色がある。

◇貢献の状況（水準）
取組は目的及び目標の達成におおむね貢献している

が，改善の余地もある。

２．目的及び目標の達成状況

◇特に優れた点及び改善点等
附属図書館の開放については，利用者数や外部からの

12文献複写依頼数において成果を得ている また 平成。 ，
年度から社会人に対する図書の貸し出しも行われており

成果を得ている。

水産資料館の開放については，安定した来館者数を得

ており成果を上げている。

練習船を利用した公開講座「実感してみようベイサイ

ドＴＯＫＹＯ」は，定員を上回る参加者を得ており，ア
ンケート調査から，その年齢層も幅広く，良い評価を得

ている。しかし，水産の専門性が強い一部の講座で，定

員充足率が低く，改善の余地もある。

練習船の一般公開は，開催件数及び利用者数の点で成

果を得ている。

◇達成の状況（水準）
目的及び目標がおおむね達成されているが，改善の余

地もある。

３．改善のためのシステム

◇特に優れた点及び改善点等
公開講座については，活動の状況，問題点及び受講者

のニーズ等を把握するシステムが整備されている点で優

れている。

水産業を支える技術者，研究者，学校教員等のリフレ
ッシュ教育については，全学的に企画・運営・改善等を

行う体制について改善の余地もある。

学外者（第三者）の意見，問題点等を各種取組に反映
し，全学的，組織的に改善に結びつけるための体制につ

いて改善の余地もある。

◇機能の状況（水準）
改善のためのシステムがおおむね機能しているが，改

善の余地もある。


